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道徳が必要ではないか！？親子で参加できる事業を

考えては？等の意見。でも何かが変わってきた。確

かにモンスターペアレンツだの、切れる子・いじめ・

学級崩壊・先生の登校拒否・うつ病・・私たち青指

に何が出来るのか？微力ですが、地域の身近なおじ

さん、おばさんとして、子どもから大人の皆さんと

コミュニケーションをとり良き理解者、相談者とな

ることが大事なボランティア活動の一歩だと改めて

感じました。 

「青指の皆さんへ」 
             会長  勇川 三樹雄 

 お変わりないですか。「暑い。ホンマに暑い。溶けそ

うに暑い。夏や！」と感じているのは私だけでしょう

か。 

 さて、今期の青指協は、新たに４名の方に加わって

頂き８５名体制でスタートしました。 

 今年も「音フェス」「学びの森」をはじめ、各部会や

各校区でも様々な事業を計画して頂いておりますの

で、何卒ご協力賜わりますようお願い申し上げます。 

 さて、総会でもお話しましたが、今年度も子どもを

知るという取り組みを続けて行きたいと考えておりま

す。 

 私たちが育ってきた時代で当たり前だったことが今

そのまま通じるかと言えば、最後には必ず「昔はこう

だった」という落ちが付くだけで通らなくなっている

ことは皆さんも十分過ぎるくらい感じておられること

と思います。 

 今、古いことをあえてすることがいいことなのかど

うか・・・。確かに必要なことは伝えて行かなければ

なりませんが、今の時代にあった接し方や指導をして

行くことが大切であることは言うまでもありません。 

 

 そのためには、「今の子どもたちってどんなんな

ん？」「何を考えているの？」か、更には子どもば

かりではなく、親の考えも知ることが必要だと思

うのです。 

 それで今期、青指の皆さんが身近に子どもと直

に接する事業が組めたらと考えているところであ

り、その際には皆さんにご負担をおかけすること

もあろうかとも思いますがご理解頂きたくお願い

します。 

 青指協の運営や事業は、皆さんのご協力なしに

は進めませんので 

今後ともご協力頂き 

ますと共に、ご意見 

・ご要望がありまし 

たらどのようなこと 

でも構いませんので、 

井戸端会議で終わらず、 

役員さんを通じてでも 

直接でも結構ですから 

是非お聞かせ頂きます 

ようお願いします。 

青指研修会『今どきの子どもたちの
様子と理解・対策』（１月３１日） 
講師：大阪府金融広報アドバイザー 中曽邦輔氏 

小学校の現場で実際子どもたちと関わっている

先生なので、学校の様子から親が変わった！とい

うリアルなお話で耳を疑いたくなるような内容も

あり衝撃を受けました。多くの実態を聴き、河内

長野はまだまだ大丈夫！？だと安心してはおれま

せんよ。参加者からは、今後の日本の教育現場は

どうなるのか？と言う不安や、親御さんの教育、 

青指協総会開催  
平成 22 年 4 月 11 日（日）キックス大会議室

に於いて、平成 22 年度河内長野市青少年指導員

連絡協議会総会が、和田教育長他 3 名の来賓を迎

えて開催されました。 
勇川会長、和田教育長の挨拶、今年度より新た

に青少年指導員として、委嘱を受けられた 4 名の 

方のご紹介に引き続き議題に入り、平成 21 年度

の事業報告、会計報告、会計監査報告、並びに 

22 年度の活動案、青指協規約改正案について審議

が行われ承認されました。 
今年度より青少年指導員として委嘱を受けられ

た方々 
浅野 和仁さん  南花台中学校区 
北谷 龍弥さん  東  中学校区 
細越 幸子さん  美加の台中学校区 
三村 佳子さん  長野 中学校区 
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「親子デイキャンプ」を 
      赤峰市民広場で実施 
 今年はイモはお休みで、６月６日（日）に念願の

親子デイキャンプを実施しました。天候にも恵ま

れ、小学生と保護者 66 人が参加し、自己紹介とな

ごみづくりのゲームの後、早速昼食のカレーに取り

かかり、みんなで協力して美味しくいただきまし

た。 

 午後、子ども達はゲームやシャボン玉で楽しく 

（スライム） 

すごい行列の大人気でした。魔法の水を入れる

ときの真剣な目。500 人分用意したのにこちら

も午後 1 時半頃には終了。 

60 名近くの青指が参加しました。事前の計画、

準備、練習から、本番、後片付けまで、皆さんお

疲れさまでした。 

西中交流会開催 
 ３月２７日～２８日滝畑青少年活動センターで、

西中交流会をにぎやかに行いました。今年で１１回

目を迎える交流会は小学生６名と中学生１４名ＪＯ

Ｙスタッフ１０名青指ＯＢ含め１０名で（合計４０

名）楽しい思い出を刻みました。夜食は危機管理室

のアルファ米を初めて食べて、翌日も晴天に恵まれ

朝の散歩の後の朝食（ホットドック）はおいしかっ

たなあ！ 

河内長野市民まつり開催 

5 月 9 日（日）、今年もまた市民まつりがやってき

ました。晴天のもと、大勢の子ども達が青指のテント

に来てくれました。今年は、焼きそば、バルーンに加

え、新しくスライムも出店しました。 

 

（焼きそば） 

忙しかったですが、いっぱい売れてうれしいで

す！！１食 200 円の焼きそばが、売れて売れて、午

後 1 時半には 840 食が完売です。純利益の内 3,559

円は、わかば基金に寄付しました。 

 

（バルーン） 

母の日のカーネーション、カブト、剣、王冠、など

いろんなものにチャレンジ。バルーンは 4000 本用意

して、始まりから終わりまで、満員御礼！！ 

～学びの森実行委員会より～ 
 学びの森は、７月３０日（金）～８月１日（日）

に、洞川キャンプ場での実施に向け、現在準備中で

す。 

過ごし、保護者には子育てに関するトークプログラ

ムも実施しました。参加者にはとても好評で来年も

実施して欲しいとの声をたくさん頂きました。赤峰

広場は適度に日陰もあって、100 人ぐらいまでの

行事には最適です。他の校区でもぜひ実施くださ

い。行事のレシピ提供します。 

 今年も、子どもたちにたくさんの思い出を残せる

楽しいキャンプにしたいと思いますので、 

青指のみなさんのご協力よろしくお願いします。 
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みんなのスポーツフェスタ 
3 月 14 日(日)、長野中学校で｢みんなのスポーツ

フェスタ(主催：長野総合スポーツクラブ)があり

ました。好天にも恵まれ、約 1000 人の人々が

様々なスポーツに心地よい汗を流していました。 

青指は、模擬店で焼きそばを担当。10 時前か

ら焼きはじめ、11 時過ぎから昼食をもとめる人

たちで長蛇の列が。焼く人も、配膳する人も休む

ひまもなくがんばり、13 時までには用意してい

た 500 食を売りつくしました。今回も、楽しい

時間を過ごすことができました。 

東中学校の先生方との交流会 

今年も校区会に東中の校長先生、教頭先生、生活

指導の先生に出席いただき、交流会を実施しまし

た。 

 その中で、「生徒指導については、単に違反を正

させるのではなく、卒業時、将来を見すえた指導を

心がけている。保護者との話し合いの中で、子育て

に悩む親の姿を見ることも多い。これから小中学校

の連携や地域社会とのつながりがますます必要と

される。また、学校をきれいにすることに一年間取

り組み、成果を見ることができた。『また来たい』『来

てよかった』と思える温かみのある学校づくりをさ

らに目指していきたい。」と語られていました。 

 そして今回会場となった多目的室が、市内中学校

で唯一の通級教室として、障がいのある生徒やその

傾向のある生徒の学習や日常生活の中での相談や

支援をするために使われることを知ることができ

たことも収穫の一つでした。 

 青指の新事業企画には、生徒たちにアンケートを

とっては？とのアイデアもいただきました。 

北谷
きただに

 龍
たつ

弥
や

さん 

はじめまして。今年度から 

青少年指導員の一員となり 

ました北谷龍弥と申します。 

簡単にプロフィールを、 

生まれも育ちも河内長野で 

４６歳になりました。 

趣味は、歌舞伎を見ること 

ですが、最近は薪割りが 

一番の趣味になっています。青指の活動では、東中

学校区とレク部会でお世話になります。 

何かしら地域のお役にたてたらと、青指の活動に飛

び込ませて頂きました。皆様、よろしくお願い申し

上げます。 

三村
み む ら

 佳子
よ し こ

さん 

今回、青少年指導員の 

なかまに入れていただいて 

緊張しています。 

子どもが、小学校のとき 

にとても楽しみにしていた 

｢学びの森｣のお世話をさせ 

ていただくことになり、 

うれしく思います。 

娘は、今年中学 3 年生になり、たくさんの大人

の方に守られ、愛されて大きくなったのだとなつ

かしく思い出されます。役立たずでご迷惑をおか

けすることばかりと思いますが、よろしくお願い

します。 

ディキャンプ (４月２４日（土） 石仏小学校) 
 「空気砲」 自分達で的を作り、ダンボール箱

に一箇所円い穴を開け箱をたたいて空気で的を倒

す。なかなか上手に的が倒れていました。 

 外に出て、小麦粉を練り、竹棒に練った生地を

巻き付け火であぶって食す「ツイストパン」。食 

後の感想は「美味しい」初めての挑戦は大成功の

ようです。 
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深イイ！理科実験教室  1 月 23 日(土) 

  美加の台中学校の人気№1 杉本潤一先生が、科学の

力で作る人工いくらと、スーパーボールの実験を楽し

く教えてくださいました。 

本物そっくりの赤いいくらや、ありえない緑色のい

くらに歓声が上がり、理科の楽しさや不思議を体験し

ていました。30 名の小学生が参加しました。 

   

手打ちうどん教室   2 月 20 日(土) 

 毎年恒例の手打ちうどん教室を実施しました。“作っ

て食べれておいしい”という 3 拍子そろったこの教室

は、毎回参加者が多く人気の楽習室です。 

今年は 43 名の子どもたちが、手を真っ白にして粉を

こねたりのばしたり、わいわいガヤガヤ楽しそうに作

っていました。出来上がりは、うどんというより 

きしめん?!それでも何度もおかわりをして満足そうで

した。   

 

4 団体交流会    4 月 24(土) 

 “今年も 1 年お互い協力し合って頑張っていきましょ

う”ということで、青指、育成、小中ＰＴＡの 4 団体

と、中学校小学校の校長先生、教頭先生をお迎えして、

いつも通り和やかな交流会が開かれました。 

 

楽習室「いちご大福つくり」 
 ４月２５日（日）昨年に引き続き、南花台西小学

校において楽習室「いちご大福」を開催しました。 

前回よりさらに参加者が増え、子どもが７４人保

護者が２０人の計９４人となりました。特に西小学

校は全校児童の約１/4 が参加するなど『食べ物系』

の人気の高さがうかがえました。 

楽習室が始まると、さすがは経験者の青指メンバ

ー、最初こそ戸惑ったものの次々と作業をこなして

いきます。 

１２時を過ぎ２回分の楽習室が終わる頃にはさ

すがに皆クタクタ。「来年はどうしよう。」「もう少

し少人数ならいいのに。」贅沢な愚痴がこぼれてい

ました。 

浅野
あ さ の

 和仁
かずひと

さん 

女男男女、4 人の子どもの父 

親です。4 人目が入園する際に 

幼稚園の PTA 役員をさせてい 

ただいて以来、幼稚園 3 年、 

小学校 2 年、中学校 2 年と役員 

を務めさせていただき、やっと 

解放されると思った矢先に、 

青指に誘われ、断り切れずに 

お受けしました。 

結局その後に高校の役員にも選ばれてしまいまし

て、そのほかにも色々なところに首を突っ込んでい

ますので、公私ともに多忙を極めています。 

そんなわけで青指の集まりにはなかなか参加でき

なくて皆様にご迷惑をおかけしています。参加頻度

は少なくなると思いますが、長～いお付き合いをよ

ろしくお願いします。 

細越
ほそこし

 幸子
さ ち こ

さん 

こんにちは。美加の台中学校 

区の細越です。この度、皆様方 

と一緒に青指の活動をさせて頂 

くことになりました。 

体を動かすことが好きで学生 

時代はハンドボール一筋でした 

が、現在はウォーキングや畑作 

などで河内長野の自然と一体化 

することを目指しています。 

マイペース人間ですが宜しくお願いいたします。 


